
我が国の「知の総和」向上の未来像～高等教育システムの再構築～（答申（案）） 

２．今後の高等教育政策の方向性と具体的方策 

（１）教育研究の「質」の更なる高度化

イ．新たな質保証・向上システムの構築

「知の総和」の向上に向け、一人一人の能力が高まるようにしていくためには、これまで

累次の答申で述べてきた質的転換、質保証を更に発展させ、質向上をより重視する視点から、

新たな高等教育の質保証・向上システムを構築することが必要である。質保証・向上システ

ムは、大学設置基準、設置認可審査、認証評価、情報公表等によって構成されることを踏ま

えた上で、時代の変化を踏まえた教育環境の充実の観点や新陳代謝を促す観点から、設置基

準の見直しや、設置認可審査の見直し等が必要である。

また、認証評価制度については、評価疲れという声もある中で、「評価のための評価」か

ら脱却し、評価の在り方や内容、活用方法等を含め、質確保と負担軽減のバランスを踏まえ

た制度の抜本的見直しが必要である。その際、新たな評価制度は、単に評価基準に対する適

合・不適合を判定するのではなく、在学中にどれくらい力を伸ばすことができたのかといっ

た大学等の教育の質を数段階で示すなど、多様で高度な研究活動にも裏打ちされた高等教育

による付加価値を明確化する仕組みとすべきである。その際、結果について国民に対して分

かりやすく公表するための工夫をすることで、社会的な評価の一層の促進を図ることができ

るようにするとともに、教育の質が十分に担保されていない機関については撤退を促してい

くことが望ましい。さらに、新たな評価制度においては、その評価に用いる各大学の教育情

報を容易に提出可能なデータベースを整備するなどして、現行の仕組みよりも高等教育機関

側・評価機関側双方の負担軽減を図っていくことが求められる。

＜具体的方策＞

〇（略）

〇 認証評価制度の見直し

・ 認証評価における各高等教育機関の負担軽減を踏まえつつ、教育・学修や研究の質を

一層高めるため、例えば学部・研究科等に応じた定性的評価を導入するとともに、教

育研究情報に基づく定量的評価を行い、これらに基づき在学中にどれくらい力を伸ば

すことができたのかといった大学等の教育の質を数段階で示した上で公表するなど、

新たな評価制度へ移行するための制度改善を行う。

・ 上記の新たな評価制度における評価の結果公表について、評価を受ける高等教育機関

の長所や特色、指摘事項を簡潔にまとめた要約資料を作成するなど、国民に対して分

かりやすい仕組みを構築する。

・ 各高等教育機関における事務手続の軽減を図る観点や、新たな評価制度の充実の観点

から、評価におけるデータ活用のためのデータベースの整備について検討する。
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